
 

  

 

 

梅雨･･･コロナ･･･熱中症 

毎年この時季がやってきます。雨の季節ですが、同時に気温も高くなり学校内も蒸し暑く

なります。少し前まではコロナウイルス感染症対策のためにマスクをしましょうと呼びかけ

ていた我々でしたが、今はマスクを外しましょうと全く逆の呼びかけをしています。 

梅雨時になり湿度が高くなり暑くなり始めたこの時季が、熱中症の危険が高まるようで

す。熱中症事故防止のためには、規則正しい生活をすること、適切な水分補給や休憩を入れ

ることが大切ですが、マスクの着用についても十分注意する必要があります。子供たちには

何度も以下の場面ではマスクを外すように話をしています。 

○体育の授業  ○登下校時  ○大休みや昼休みに体育館や校庭で遊ぶとき 

しかし、上記の場面でも子供たちはマスクをしたままの時があります。我々も気を付けて

様子を見ていきます。保護者の皆さんも、登下校時の様子に気を配っていただけたらと思い

ます。朝の登校時に真夏の太陽を受けて歩く子供たちにとって、マスクは呼吸を妨げるもの

になります。学校に着いた段階で、既に熱中症のような症状を訴える子がいます。家を出す

ときに、マスクを外して歩くように話をしてあげてください。屋外で会話がないような場合

は、大人も外しましょう。集団登校の付き添いなどでも率先してご協力願います。 

ただ、マスクを外す際には、大声で話をしないことが求められます。プールへ列になって

移動する子供たちの様子を見ていたら、意識して口を閉じて静かに歩いていました。登下校

も同じように気をつけて欲しいと思います。事情があってマスクを外せない場合は担任まで

相談願います。 

また、熱中症予防のために水筒のお茶の量を確認してください。先日もお茶がなくなって
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しまってペットボトルを借りに来ている子がいました。とりあえずはお貸ししますので、同

じ銘柄でなくても結構ですので必ず返却願います。とにかく夏場は多めにご準備ください。              

授業参観  

 感染防止の観点から、保護者であっても学校内への自由な出入りを遠

慮していただいていましたが、６月３日の授業参観は実施できました。 

 この日は、いつもより少しだけ緊張している表情の子供たちがいまし

た。家族に勉強している姿を見てもらえるのが嬉しくて手を振る様子

や、授業中に席を立ってしまう子がいつになく神妙に勉強している姿など、いつもとはちょ

っと違った様子が見られました。 

本当は授業参観の機会が度々あり、学校での子供たちの様子を理解していただき、学校と

保護者が同じ目線で子供たちの育ちを支えていけると良いのですが…。自由な参観をしてい

ただくまでには、今しばらく時間がかかりそうです。なお、今回

の授業参観には、８割を超える保護者の出席があり、改めて関心

の高さがうかがえました。ありがとうございました。              

３年ぶりのプール学習  

 写真だけですが、子供たち３年ぶりのプールを楽しんでいます。…と言っても３年生以下

は、今年が初めてです。 

 ６年生 木田っ子 夢プロ 2022  

昨年度は、計画はしたもののコロナの影響で実施できなかった夢プロでした。夢プロとは

木田小学校区内に住む講師を中心に招き、仕事の内容を教えてもらったり体験をしたりする

ことを通して、仕事の大変さや働くことの素晴らしさを学ぶプログラムです。 

今年はまず、本校の前施設技師鮫島さんを招き「ドローンのある未来を考えよう」という



プログラムを実施しました。実際に飛ばしながら、ドローンの活用方法について考えまし

た。(当日の上空からの映像は、PTA広報誌 6年担任 ARからも見ることができます) 

福井テレビの原渕さんからは、アナウンサーの仕事について学

びました。「視聴者からの声がやりがいであり、責任も大きい仕

事である」、「6年生には、学校の勉強・運動・遊びなど今しか

できない経験をしっかり積んでほしい」と語りかけてくれまし

た。 

学校で子供たちが接するのは教職員だけなので、どうしても狭い世界しか知ることができ

ません。保護者の皆様や木田地区の皆様が学校に来ていただき、子供たちに直接語りかけて

もらうことが、彼らが自分の未来を描くことに活かされれば素晴らしいと思います。 

 

  ５年生 宿泊学習  

 6/15～16、奥越高原青少年自然の家に宿泊学習に行きまし

た。行事が予定通りできるかどうかは、いまだにコロナの状

況次第です。場所は昨年と同じでしたが、活動内容は全く違

っており、２年続きで参加の私にとっても、新鮮な活動ばかりで

した。 

１日目は雨が残っていたので、公園での活動や昼食を自然の家

での活動に変更しました。夜は、体育館で各クラスが出し物を披露して楽しみました。その

出し物の最後は担任４人がサプライズで登場しました。日頃は真顔で子供たちの前に立って

いる担任の違った一面を見て、子供たちはとても喜んでいました。大人も子供も心の底から

笑える時間は良い時間です。２日目の活動も時間に追われながら頑張っていました。苦労し



て作ったホットサンド、おいしかったです。 

グループに分かれたときに少し気ままが出る子がいたようですが、全体としてはよく頑張

っていた５年生でした。彼らと過ごした２日間は私も楽しかったです。 

 

避難訓練 

6/23避難訓練を実施しました。福井震災が 6/28であったことからこ

の時期での実施が多いのですが、この日は予想最高気温が 33℃、熱中症

リスクもあるので、グラウンドに避難、人員点呼後直ぐに教室に戻り、

ＴＶで消防署の方から講評してもらいました。職員も合わせて 900人規模の避難です。子供

たちなりに真剣に取り組んでいて、静かに素早く避難できました。全校避難の時間は６分程

度でした。 

写真は緊急地震速報により、机の下に身をかがめる１年生です。 


